
備考

小児特発性ネフローゼ症候群における免疫学的誘因とネフローゼ再発との関連
多機関共同前向きコホート研究

橋本市民病院　小児科　向山　弘展

特発性ネフローゼ症候群患者への免疫学的誘因（イベントとして発熱、麻酔・手術、Covid-19ワクチン
接種、インフルエンザウイルスワクチン接種、その他のワクチン接種）によるネフローゼ再発に与える
影響の有無が分かれば、ネフローゼ症候群患者の感染症の管理もしくは麻酔（もしくはそれに伴った
手術）加療管理に有用であることが望まれる。

対象：18歳未満の特発性ネフローゼ症候群患者で、完全寛解に至った例。

実施機関および実施場所：多施設共同研究を行う。
参加施設は、当院も含め25施設。

2022年4月21日～2025年3月31日

データ管理、症例の取り扱いにおいては全て被験者識別コードまたは登録番号により管理され、被験
者識別コードおよび登録番号と氏名の対応表、および氏名が記載された同意書は小児科の施錠可能
な書類保管庫に厳重に保管する。

研究課題名

研究担当者

目的・概要

研究対象
実施機関
実施場所等

橋本市民病院を受診された患者さまへ

当院では、下記の臨床研究を実施しています。本研究の対象者に研究等への参加をお願いすることがありますの
で、ご協力よろしくお願いします。

研究期間

研究等におけ
る倫理的配
慮、人権擁護
及び個人情報
の保護等


